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8 月 8 日 

会 員 増 強 ・ 新 ク ラ ブ 結 成 推 進 月 間 

 

 

［点鐘］ 

［ゲストビジター］入会予定者の神田正樹様、米山奨学生

ナターシャさん御家族、元米山奨学生馬麗娜様 

［米山奨学生へ奨学金授与］ナターシャさん 

［お昼の訪問者］鹿児島 RC2 名、鹿児島中央 RC2 名 

 鹿児島ｻｻﾞﾝｳｲﾝﾄﾞ RC2 名 

 

会長の時間 

皆様、こんばんは。納涼家族会に多数ご参加頂き有難う

ございます。 

本日はプロバスクラブから 6 名出席頂いております。私

は先週木曜日プロバスクラブの例会に、ご挨拶に伺いまし

た。例会は大変和やかで温かい雰囲気でした。皆さんがプ

ロバスクラブを楽しんでいらっしゃる様子でした。現在会

員が 18 名だそうです。村本会長は最近「大西郷の夢」と

いう本を出版されました。日本の偉大な革命家西郷隆盛の

本当の姿、夢を世界の人々に知ってほしいと日本語と英語

で書かれたものです。分かりやすくコンパクトに書いてあ

り素晴らしい内容です。今度例会で卓話をお願いしたいと

思っています。 

又、米山奨学生のナターシャさんご家族、米山学友の馬

さんも出席して頂きました。米山奨学生は日本と世界を結

ぶ親善大使になり、日本と自国の発展に寄与するという目

的があります。お二人のこれからのご活躍を期待します。 

このようにいろんな国の方、職種、年齢も違う方と話が

できる、友達になれるのがロータリーの魅力です。今夜は

大いに飲んで、語り、歌い楽しんで頂きたいと思います。 

 

会務報告 

①8/23（木）「新入会員歓迎会・飲ん語い学校」を開催し

ます。お返事をよろしくお願い致します。 

②7/28～29 の第 53 回インターアクト年次大会に鹿児島商

業高校から生徒 7名、顧問の吉永先生、澤野会員、松窪

会員が参加されました。 

③8/5 は地区ロータリー財団・補助金管理セミナーが開催

されます。地区委員として、武井会員、萩原会員、クラ

ブからは、柳元部門長が出席です。 

④8/7 は市内 RC会長幹事会が開催されます。 

⑤本日も西日本豪雨被害の義援金をお願いします。 

 

スマイル報告 
○内田修友君 今日は全てを忘れて大いに飲んで、歌っ

て、楽しんでください。田宮フェローシップ委員長、矢

野さん、フェローシップ委員会の皆様に感謝してスマイ

ルします。 

○川窪宏一君 田宮フェローシップ委員長他ご協力の

皆様、今夜はありがとうございます。何もできずごめん

なさい。楽しんで帰ります。 

○上薗真歩君 先日は、退会された浜平さんの会社に伺

い、感謝状と記念品を贈呈してきました。皆さんによろ

しくお伝えください、とのことでした。浜平さんのご活

躍をお祈りいたします。また、プロバスクラブにも内田

先生と一緒に、挨拶に伺いました。皆様お元気そうでし

た。今日はお世話になりますが、よろしくお願い致しま

す。 

○能勢敏郎君 神田正樹さん、南 RCに入会して頂きあ

りがとうございました。当クラブは内田会長率いる和気

藹々のクラブです。今晩はゆっくりとお楽しみください。 

○日高文治君 恒例の納涼家族会ですが、昨年から引き

続き場所もリバティークラブで、出席者の顔ぶれも多彩

で新鮮な感じがします。一緒になって楽しい時を過ごし

ましょう。     小計 9,000円 累計 46,000円 

 

 第 53 回インターアクト年次大会 報告 

松窪副委員長 

7 月 28 日～29 日、薩摩

川内市の薩摩川内市立少

年自然の家で開催された。

ホストクラブは川内 RC、

主管は川内商工高校とれ

いめい高校。鹿児島南 RC

からは、鹿児島商業高校

インターアクト顧問の吉

永先生と生徒 7 人、澤野

青少年奉仕委員長と松窪が参加した。 

第 2730 地区でインターアクトに登録している高校は鹿

児島・宮崎両県で 31 校。今回は 16 校、126 人のインター

アクト生が参加し、大会テーマの「思いやりの心で人とつ

ながろう」のもと、２日間の日程で交流を深めた。タイの

チェンライ県で日本語高校教師を務める原田義之氏の基

調講演（演題「輝く瞳に会いに行こう」）のほか、参加各

校の活動紹介、グループ討議、交流が行われた。猛暑の中

での開催のため熱中症対策が気になったが、少年自然の家

は集会室等エアコンが完備、会の運営も休憩時間を適宜設

け、長時間に及んだ全体会の会場入口では飲み物がふんだ

んに準備されるなど配慮されていた。 
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